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令和 6年 6月 11日 

〇甲南女子大学研究紀要 

 

投稿要領・執筆要領 

 

【投稿要領】 

学部の投稿規準が定められている場合は、それを遵守すること。 

本誌に投稿を希望するものは、あらかじめ編集委員会に指定された方法で投稿予定申込みを行うこと。 

 

1. 投稿原稿は、和文または欧文によるものとする。原稿枚数はレイアウトされた原稿の頁数で換算すること

とし、表題、本文（図版含む）、注、参考文献などを含めて、A4判で 12-20頁とする。 

 

2. 投稿原稿の数に関して、単著の場合は 1人 1本までとし、連名による原稿に限って、さらに 1本提出す

ることができる。連名による原稿の場合は 1人 2本までとする。 

 

3. 連名による投稿論文の筆頭著者は本学専任教職員以外でもよい。 

 

4. 投稿論文に利用したデータや事例などについて、研究倫理上必要な手続きを経ていることを本文中な

どに明記すること。 

 

5. 投稿した原稿と同一内容、もしくはその中核部分が同一とみなせる原稿は、他の紀要や学会誌などに重

ねて投稿してはならない。 

 

6. 投稿原稿は、特別の事情がない限りMicrosoft Wordを用いて作成し、執筆要領に従ってレイアウトさ

れた原稿とすること。 

 

7. プリントアウト原稿 1部と投稿原稿のデータ及び「投稿申込書」を所定の期日までに下記に提出するこ

と。 

 

〒658-0001 兵庫県神戸市東灘区森北町 6-2-23 

甲南女子大学図書館気付 

『甲南女子大学研究紀要』編集委員会 

8. 抜き刷りの印刷費用は当該原稿執筆者の負担となる場合がある。当面は 1論文につき 20部までは

無料配布（モノクロ）とする。 

 

※甲南女子大学学術研究リポジトリにおいて原則公開する。 

甲南女子大学学術情報リポジトリに登録するものにはすべて DOIを付与する。 
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【執筆要領】 

1. 本誌に掲載される論文等 1篇の分量（日本語のタイトル・著者名・要旨、英語のタイトル・著者名・要旨

（Abstract）、キーワード、図表を含む）は、原則として次の通りとする。ただし、編集委員会が認める場

合はこの限りではない。 

原著論文：25,000字（20ページ）以内 

研究報告、実践報告：20,000字（15ページ）以内 

総説、資料、その他：16,000字（12ページ）以内 

 

2. 原稿は、Microsoft Wordを用いて作成の上、指定された期限内に投稿を行う。なお本誌に掲載され

た書類等は返却しない。 

 

3. 原稿は、サイズは A4判、マージンは上下左右ともに 25ｍｍ、1行 22字、1ページ 40行の 2段組み

で、日本語はMS明朝、英語は Century、ともに 10.5ポイントで作成する。図表を挿入する場合、上に

示した総頁数を越えないようにする。図版はカラー/モノクロともに可とする。 

 

4. 提出の際には、原稿データ、プリントアウト原稿 1部、「投稿申込書」を指定された期日までに提出する。 

 

5. タイトルは日本語と英語で記載する。 

キーワードは 3～5語を日本語と英語で記載する。 

英語のタイトル、キーワードに関しては、ネイティブもしくは同等の者の校閲を経たものとする。 

原著論文の場合はこれらにつづき、要旨（Abstract）を記載してから本文を始める。 

要旨（Abstract）の分量は、日本語で 400字以下、英語で 200語以下とする。 

 

6. タイトルと要旨（Abstract）の間に著者名とその所属を日本語と英語で記載する。 

著者が複数いる場合は、代表者名を筆頭に置き、日本語で全員分記載後、英語でも記載する。 

なお、著者の所属は論文の最後に列記する。つづけて、著者の E メールアドレスを記載してもよい。 

 

7. 見出しは、横書き原稿はアラビア数字で番号を付す。縦書き原稿は原則として漢数字とする。各見出し

の最後に一行改行を入れる。 

日本語はMS明朝、英語は Century、ともに 10.5ポイントとし、半角数字、ピリオド、全角スペース、見

出しの順で統一する。 

（例） 1. オンライン授業について 

 

8. 和文の場合、句読点は「、」「。」を用い、基本的には括弧は全角の丸括弧を用いる。ただし、括弧の前後

が英数字や「,」「.」の場合は半角の丸括弧を用いる。 

（例） Konan  Women’s  University (KWU),  Kobe  University 

 
↑ 半角スペース ↑ 半角丸括弧 
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9. 図及び表にはアラビア数字で連番を付し、簡潔な見出しをつける。 

 

10. 本文中における参考文献を示す場合は、（著者名、刊行年）のように引用部の後に表示する。 

複数の参考文献を同じ箇所に表示する場合は、 （吉田、2013；田中、2015） とする。 

著者が 2名の場合は、 （鈴木・佐藤、2019） （Rowe ＆ Pope, 2019) とし、3名以上の場合は、 

（吉田他 2019） （Rowe et. al. 2019） とする。 

同一著者の同一刊行年の異なる文献を引用する場合は、刊行年の後にアルファベットを付して区別す

る。 

（例） 2006a, 2006b, … 

 

11. 註及び参考文献は、本文の末尾に一括して記載する。 

本文中での註の指示は、上付きの連番で示す。括弧は付けない。 

参考文献は、註の後に著者名の姓のアルファベット順で記載する。 

また、参考文献の表記は原則としてMLA(Modern Language Association/米国近代語学会)様式に従

うこととする。 

 

 

 

（本文レイアウト） 

横書き（A4） 2段組 

余白は上・下、左・右 25mm 

1段あたり 22字×40行 

 

縦書き（A4） 2段組 

余白は上・下、左・右 25mm 

1段あたり 22字×40行 
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引用：芦田徹郎「『星の王子さま』を読む」(3)『甲南女子大研究紀要』I 59(2023):109-116 

日本語タイトル 

日本語著者名 

英語著者名 

英語タイトル 

日本語要旨 

英語要旨 

英語キーワード 

日本語キーワード 

本文 

サンプル 

参考文献 

1） 

2） 

20）甲南太郎 ○○○○○○○ 

 

あしだ てつろう 甲南女子大学名誉教授 著者所属 


